
8 第47巻　日本公衛誌　第1号 平成12年1月15日

小・中学生の間食行動の実態とコーピング・スキルの関係
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目的　本研究は，小中学生の間食行動の実態とその問題点を明らかにし，それらがストレスコー

ピングとどのような関係にあるのかを検討することを目的とした。

方法　小学校10校，中学校6校の小学校4年から中学校3年までの児童・生徒1,486人を対象と

して，無記名自己記入式質問紙調査を実施した。質問内容は，よく食べる間食，外発性およ

び情動性の間食の摂取行動と，積極的および消極的コーピングという下位尺度をもつストレ

スコーピング尺度，および，朝食の欠食と一般的な食習慣であった。

結果　1)朝食を欠食する傾向の高い者は，間食として，果物や乳製品を選択する割合が低く，ス

ナック菓子，清涼飲料水を選択する割合が高かった。

　2)外発性および情動性の間食行動は，女子において年齢が上がると顕著になったが，男子

はそうでなかった。

　3)スナック菓子など人気の間食や洋風の間食を選択する者は，高い外発性および情動性の

間食得点を示した。

　4)積極的コーピングは健康な間食の選択と関連があり，消極的コーピングは外発性および

情動性の間食と関連があった。

結論　これらの知見から，小中学生における間食行動の把握が，健康な食生活を指導する場合に

有力な手がかりになること，また，間食の選択と間食にみられる食行動の問題に深い関連が

見られることは，食生活への指導・介入には，食行動ヘアプローチすることが重要であるこ

とを示唆していると考えられた。ストレスコーピングがこれらの間食の問題行動傾向と関連

していることが示されたが，このことは，食行動の介入を単独に実施するのではなく，生活

の要求や困難に対処するライフスキルの育成によって総合的に支えることが重要であること

を示していると考えられた。
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